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み

な
さん
と共に「いい町」づく

り

チャレンジデー　オープニングイベント

（広陵健民運動場）

朝から元気に！！



　チャレンジデーにご協力
　　　　　　ありがとうございました。

約 10,000 人の皆さんが
　　　　スポーツ・運動を実施しました！
　５月27日、真夏のような日差しの中、広陵町チャレン
ジデーを実施し、9,526人（参加率27.4％）の皆さん
が町内で15分以上の運動をされました。
　今回、対戦した長野県東御市の参加率は、
53.9％であり敗戦となりました。しかし、町と
町民の皆さんが一丸となって、健康のため
の運動を取り組んだことによって、大きな
絆が生まれたことと思います。
　来年も実施を予定しています。皆さんの
ご理解とご協力をよろしくお願いします。
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◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
使
い
方

　

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
、
年
金
や
雇
用

保
険
、
医
療
保
険
の
手
続
き
、
生
活
保
護
、
児
童
手
当
そ
の

他
福
祉
の
給
付
、確
定
申
告
な
ど
の
税
の
手
続
き
と
い
っ
た
、

法
律
に
定
め
ら
れ
た
事
務
に
限
り
利
用
さ
れ
ま
す
。

◆導入のメリットはあるの？
　次の３つの効果が期待されています。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」　　

 
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
住
民
票
を
お
持
ち
の
方
に
１
人

１
つ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
12
ケ
タ
の
個
人
番
号
）
を
付
け
る

こ
と
で
、
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
分
野
で
住
民
の
皆

さ
ん
の
情
報
を
適
切
に
把
握
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
存
在

す
る
情
報
が
同
一
の
方
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
に
導
入
さ
れ
る
制
度
で
す
。

勤務先

従業員やその扶養家族の個人番
号を源泉徴収票等に記載して税
務署や市区町村に提出します

4567 ･･････

勤務先はマイナンバーの
提示を受け、
源泉徴収票等に記載します

顧客の個人番号を法定調
書等に記載して税務署な
どに提出します

金融機関

3456 ･･････

証券会社や保険会社等は
マイナンバーの提示を受け、
法定調書等に記載します

年金事務所

2345 ･･････

厚生年金の裁定請求の際に
年金事務所にマイナンバーを
提示します

市区町村

・・・・
1234 ･･････

毎年６月の児童手当の現況届の際に
市区町村にマイナンバーを
提示します

住民の利便性の向上行政の効率化

公平・公正な社会の実現

・地方公共団体での情報の照合、転記、入力時間や
　労力の削減
・複数の業務の間での連携
･作業の重複などの無駄の削減

・添付書類の削減など、行政手続が簡素化による住民の

　負担軽減

・行政機関が持っている自分の情報を確認

・所得や受給状況を把握しやすくなる

・負担を不当に免れることや不正給付防止

・本当に困っている人への細かな支援

◀�

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

広
報
用
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
「
マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
」
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◆
い
つ
か
ら
は
じ
ま
る
の
？

　

本
年
10
月
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
す
る
「
通
知

カ
ー
ド
」
を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
利
用
と
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交

付
が
始
ま
り
ま
す
。

◆
「
通
知
カ
ー
ド
」
っ
て
何
な
の
？

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

通
知
す
る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。
カ
ー

ド
に
は
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性

別
の
基
本
の
４
つ
の
情
報
と
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

「
通
知
カ
ー
ド
」は
、「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」の
手
続
き
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
特
定
個
人
情
報
と
し
て
と
て

も
重
要
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
紛
失
な
ど

し
な
い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
ど
の
よ
う
に
送
ら
れ
て
く
る
の
？

　
「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
カ
ー
ド
の
交

付
申
請
書
」「
返

信
用
封
筒
」「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
説

明
書
類
」
が
、
住

民
票
の
世
帯
毎
に

簡
易
書
留
（
転
送

は
不
可
）
で
送
り

ま
す
。

※�

住
民
票
と
異
な

る
と
こ
ろ
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
速

や
か
に
住
所
の
異
動
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
っ
て
？

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
、
表
面
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
の
基

本
の
４
つ
の
情
報
と
本
人
写
真
、
裏
面

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
搭
載

さ
れ
、
こ
の
中
に
電
子
申
請
の
た
め
の

電
子
証
明
書
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
通
知
カ
ー
ド
」
が
送
付
さ
れ
た
後
に

顔
写
真
と
と
も
に
申
請
す
る
こ
と
で
、

平
成
28
年
１
月
以
降
に
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
は
、
本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証

明
書
と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
各
種
電
子
申
請
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
費
用
が
か
か
る

の
？

　
「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

（
電
子
証
明
書
を
含
む
。）は
無
料
で
す
。

◆�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
質
問

な
ど
問
い
合
わ
せ
先
は
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
ご
不
明
な

　５月24日、広陵中央公民館か
ぐや姫ホールで、町民や町各種団
体の皆さんに、広陵町の１年間の
まちづくりを説明する会議が開催
されました。予算の概要や主要な
施策を説明した後、今年は町制
60周年を記念して、「デフレの正
体」や「里山資本主義」で著名な
日本総合研究所調査部主席研究員
の藻谷浩介さんにご講演をいただ
きました。

▲個人番号カード

▲QRコード

町制60周年記念事業
自治功労者会議および
町政説明会

▲高齢者も元気に働けるまちづくりを

▲�ボランティアの皆さんに、お茶の
接待をしていただきました。

　藻谷さんは、少子高齢化の進む
人口推移をはじめとした分析結果
に基づきながら、これからの広陵
町や日本のまちづくりの行く先を
熱く語ってくださいました。
　講演を聞かれた皆さんは、「興
味深い話だった」「これからの広
陵町の発展の参考となった」と話
されていました。

点
が
あ
る
方
や
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
を

知
り
た
い
方
は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
７
０
（
20
）
０
１
７
８
（
全
国

共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w
w
.c
a
s
.g
o
.jp

/jp
/

seisaku
/b
an
go
seid

o
/

）
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◆
問
い
合
わ
せ
先　

○
大
和
高
田
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
課　

☎
（
22
）
３
５
３
１

○
役
場　

保
険
年
金
課　

☎
（
55
）
１
０
０
１　

内
線
１
１
４
３

国
民
年
金
保
険
料

　
　

免
除
制
度
の
申
請
は
お
早
め
に
！

平
成
27
年
度
の
免
除
申
請
は

７
月
か
ら
受
付
が
始
ま
り
ま
す

※�【３／４納付】【半額納付】【１／４納付】の承認を受けた場合、その一部の保険料を
納付されないと、その承認期間は保険料未納期間となりますので、ご注意ください。
※�追納する場合の保険料額は、免除などの承認を受けた期間の翌年度から起算して３年
度目以降に追納すると、承認を受けた期間の保険料額に経過期間に応じた加算額が上
乗せされます。
　（追納には、申し込み後に送付させていただく納付書が必要です。）

全額
免除

３／４
納付

半額
納付

１／４
納付

納付
猶予

保険料
未納

年金を受ける資格期
間には 算入されます 算入されま

せん

保険料を納めた場合
と比べて年金額は

２分の１
で計算

８分の７
で計算

４分の３
で計算

８分の５
で計算

計算され
ません

計算されま
せん

障がい・遺族基礎年
金を受けるとき 保険料納付済期間と同じ扱いです 年金を受給でき

ない場合あり

後から保険料を納付
する場合（追納） 10年以内なら納めることができます

２年以内
（後納制度を
利用：10年
以内）

◆
承
認
期
間

７
月
か
ら
翌
年
の
６
月
ま
で

◆
平
成
27
年
度
の
免
除
申
請
受
付

７
月
１
日
（
水
）
か
ら

◆
申
請
方
法　

保
険
年
金
課
（
国
民
年

金
係
）
窓
口
へ
次
の
も
の
を
持
参
の
う

え
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
年
金
手
帳

○
印
鑑　

○�

離
職
票
お
よ
び
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
（
失
業
を
理
由
と
す
る
場
合
）

○�

前
年
の
所
得
状
況
［
各
種
控
除
内
容

（
社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除

な
ど
）
も
記
載
さ
れ
て
い
る
］
を
証

明
す
る
も
の

　

�（
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
広
陵

町
に
在
住
さ
れ
て
い
な
い
場
合
）

※�

全
額
免
除
・
納
付
猶
予
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
方
が
、
翌
年
度
以
降
も
引

き
続
き
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
の
申

請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
翌
年
度

か
ら
は
申
請
書
の
提
出
が
不
要
と
な

り
ま
す
。

　

�

た
だ
し
、
失
業
ま
た
は
、
震
災
な
ど

に
よ
る
損
害
を
受
け
た
こ
と
を
理
由

と
し
た
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
、
ま

た
は
、
一
部
納
付
の
場
合
は
、
毎
年

の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
審
査
結
果
（
承
認
・
却
下
）

後
日
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
保
険
料
（
平
成
27
年
度
の
保
険
料

月
額
１
５
，
５
９
０
円
）
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
申
請
は
、
保
険
料
の
全

額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免
除
」、
保

険
料
の
一
部
を
納
め
、
残
り
の
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
「
一
部
納
付
（
３
／
４

納
付
、
半
額
納
付
、
１
／
４
納
付
）」

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
30
歳
未
満
の
方
に
は
、「
納

付
猶ゆ

う

予よ

（
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
）」

が
あ
り
ま
す
。

※�

前
年
度
の
所
得
に
応
じ
て
、
免
除
、

猶
予
に
該
当
す
る
か
審
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
所
得
申
告
は
忘
れ
ず
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

所
得
審
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
免

除
申
請
で
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
で
す
。
ま
た
、
若
年
者
納
付
猶

予
で
は
、
本
人
、
配
偶
者
で
す
。
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◆
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

○
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
内
線
１
１
４
２
・
１
１
４
４
・

　
　
　
　

１
１
４
５

○
後
期
高
齢
者
医
療
係

　

☎
内
線
１
１
４
７

限度額適用認定証 限度額適用・標準負
担額減額認定証

適用範囲
・�医療費：限度額ま
での負担

・�医療費：限度額ま
での負担
・�食費：入院時の食
事代が減額

交付条件
・�国保税の未納期間
のない世帯

・�保険税（料）の未
納期間のない世帯
・�住民税非課税世帯

国保
70歳未満 ○ ○

70歳以上
75歳未満

○

後期高齢 75歳以上 ○

負担割合の判定

収入による判定

基準収入適用申請書を提出

70歳以上２人以上

★　各認定証の適用範囲・交付条件など　★

70歳以上1人のみ

収入額
383万円未満
２割負担もし
くは１割負担

収入額
383万円以上
３割負担

収入額
520万円以上
３割負担

収入額
520万円未満
２割負担もし
くは１割負担

２割負担
もしくは
１割負担

※課税所得
145万円未満の世帯

※�

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
方
は
、
誕
生
日
に
よ
っ
て

一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
わ
り
ま
す
。

○
誕
生
日
が
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
の
方　

２
割
負
担

○
誕
生
日
が
昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
の
方　

１
割
負
担

（
い
ず
れ
の
場
合
も
一
定
の
所
得
の
あ
る
方　

３
割
負
担
）

※課税所得
145万円以上の世帯

※この部分の判定は、
　各保険者ごとでの
　判定となります。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
お
よ
び
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

　

認
定
証
の
交
付
申
請
（
更
新
含
む
）
の
お
知
ら
せ

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
と

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」　

更
新
の
お
知
ら
せ

負
担
割
合
の
判
定
に
つ
い
て

　

現
在
お
使
い
の
「
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
」
と
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く

新
し
い
各
証
は
、
あ
ら
た
め
て
所
得

判
定
が
行
わ
れ
一
部
負
担
金
の
割
合

を
決
定
し
た
後
、
７
月
末
ま
で
に
自

宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
各
証
は
、
保

険
年
金
課
窓
口
へ
返
却
い
た
だ
く

か
、
各
自
で
裁
断
処
分
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
被
保
険
者
の
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
や
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
申
請
を
し
、
交
付
さ
れ
た
各
認

定
証
を
医
療
機
関
に
被
保
険
者
証
と
と

も
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
支

払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。

※�

自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
各

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
現
在
、
各
認
定
証
の
交
付
を
受

け
て
お
ら
れ
る
方
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
認
定
証
な
ど
が
必
要
な

　

方
は
、
８
月
１
日
以
降
に
保
険
年
金

　

課
ま
で
交
付
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ

　

い
。

※�

た
だ
し
、
平
成
26
年
度
中
に
交
付
を

受
け
て
お
ら
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
被
保
険
者
の
方
で
、
平
成
27

年
度
も
非
課
税
世
帯
と
確
認
で
き
る

方
に
つ
い
て
は
、
７
月
末
ま
で
に
自

宅
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
持
ち
物

○
旧
の
各
認
定
証　

○
被
保
険
者
証

○
印
鑑

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ
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国
民
健
康
保
険
税
の
お
知
ら
せ世帯の保険税

医療
給付分

後期高齢者
支援金分

介護
納付金分

所得割
世帯の被保険者の
所得に乗じる税率

6.9% 2.6% 2.5%

均等割
被保険者一人あ
たりの税額

26,100円 9,100円 10,300円

平等割
一世帯あたりの
税額

27,400円 8,300円 6,300円

40歳未満
の方

＝ 医療給付分� +
後期高齢者
支援金分

40歳以上
65歳未満
の方

＝ 医療給付分� +
後期高齢者
支援金分

+
介護
納付金分

65歳以上
75歳未満
の方

＝ 医療給付分� +
後期高齢者
支援金分

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
皆
さ

ん
の
医
療
を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。
納
期
内
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
納
税
が
困
難
な
場

合
は
、
放
置
せ
ず
に
保
険
年
金

課
あ
る
い
は
収
納
課
ま
で
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
個
々
の

事
情
に
よ
り
、
減
免
・
分
納
な

ど
の
ご
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

☆
申
告
の
お
願
い

　

所
得
割
の
算
定
に
は
、
平
成

26
年
中
の
所
得
を
用
い
て
い
ま

す
。
収
入
が
な
か
っ
た
方
で

も
、
申
告
が
な
い
と
、
保
険
税

の
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

未
申
告
の
方
に
は
、
６
月
中

に
役
場
税
務
課
か
ら
申
告
書

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

○�

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
は
、
世
帯
主
の
方
あ
て
に

７
月
13
日
（
月
）
に
発
送
し
ま
す
。

　

第
１
期
の
納
付
期
限
は
７
月
31
日（
金
）で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

○
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
こ
と

　

保
険
年
金
課　

☎
内
線
１
１
４
２
・
１
１
４
４
・
１
１
４
５

○
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に
関
す
る
こ
と

　

収
納
課　

☎
内
線
１
１
１
２
～
１
１
１
７

　

保
険
税
は
、
毎
年
４
月
か
ら

翌
年
の
３
月
ま
で
の
年
度
ご
と

に
算
定
さ
れ
、
１
年
分
を
毎
年

７
月
か
ら
翌
年
の
２
月
ま
で
の

８
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
度
の
途
中
で

世
帯
内
に
異
動
（
転
入
、
転

出
、
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め

た
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
、
出
生
、
死
亡
な
ど
）
が

あ
っ
た
場
合
は
、
保
険
税
額
に

増
減
が
生
じ
る
た
め
、
そ
の
都

度
計
算
し
直
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

１
．�保
険
税
は
年
度
ご
と

に
決
ま
り
ま
す

☆�

保
険
税
率
は
昨
年
度

と
同
じ
で
す

２
．�保
険
税
は
世
帯
ご
と

に
決
ま
り
ま
す

３
．�保
険
税
は
年
齢
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す

　

保
険
税
は
、
そ
の
年
に
予
想

さ
れ
る
医
療
費
か
ら
、
皆
さ
ん

が
病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部
負

担
金
と
国
・
県
な
ど
か
ら
の
補

助
金
を
差
し
引
い
た
分
が
保
険

税
の
総
額
と
な
り
、
そ
の
額
を

下
記
の
項
目
に
割
り
振
っ
て
世

帯
ご
と
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

税
率
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

と
同
じ
で
す
が
、
軽
減
判
定
所

得
が
拡
大
さ
れ
、
限
度
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
い
軽
減
割
合
や
、
賦
課

限
度
額
に
つ
い
て
は
、
保
険
年

金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

年
齢
に
よ
っ
て
、
納
め
る
保

険
税
の
種
類
は
異
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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◆問い合わせ先
○保険年金課　後期高齢者医療係
　☎（55）1001　内線1147
○奈良県後期高齢者医療広域連合
　☎0744（29）8430

均等割額 ＋ 所得割額 ＝ 保険料（年額）

44,700円
(総所得金額等
－330,000円）
×8.57％

※限度額
570,000円

後期高齢者医療保険の保険料の決まり方・納め方

世帯主と世帯の被保険者の所得の合計に応じて、均等割額が軽減されます。

所得割額 均等割額

負担なし ９割軽減

所得の少ない被保険者への軽減措置
※平成27年度から、均等割額軽減（2割軽減と5割軽減）の基準が拡充されました。

　被保険者全員が等しく負担する「均等割額」
と、所得に応じて負担する「所得割額」の合
計が「保険料額」です。
※�所得割額は前年中所得に基づき算出します。

　特別徴収（年金からの天引き）によって、４月、６月、８月に仮徴収をさせていただいている方は、この７月に平
成27年度の保険料額を決定したうえで、仮徴収分を差し引いた額を、10月、12月、２月に振り分けて天引きします。
　ただし、次のいずれかに該当する方は、口座振替か納付書で納めていただくことになります。
①�年金からの天引きを中止する申し出をされている方
　申し出をすることによって、口座振替に変更することができます。
※�既に手続きをされている場合は不要です。
②�年金の受給額が年額18万円未満の方
③�介護保険料との合計額が年金受給額の２分の１を超える方
④�介護保険料を年金でお支払いされていない方

�被用者保険の被扶養者であった方に対する軽減措置はこ
れまでと同様に右記のとおり継続されます。

均
等
割
額

軽減割合 世帯（被保険者および世帯主）の総所得金額等の合計が下記の方が対象

9割軽減 「33万円」以下の世帯であって、後期高齢者医療の被保険者全員が年
金収入80万円以下の世帯の方（その他各種所得がない場合）

8.5割軽減 「33万円」以下の世帯の方（上記以外）

5割軽減 「33万円＋26万円×世帯の被保険者数」以下の世帯の方

2割軽減 「33万円＋45万円×世帯の被保険者数」以下の世帯の方

被保険者の所得に応じて、所得割額が軽減されます。
所
得
割
額

軽減割合 被保険者本人の総所得金額等が下記の方が対象

5割軽減 33万円を控除した後の総所得金額等が58万円以下の方

　保険料は被保険者一人ひとりに賦課され、７月 13日（月）
に「保険料額決定通知書」を発送し、お知らせします。

保険料の決まり方（平成27年度）

保険料の納め方

防
災
通
信
シ
ス
テ
ム
に

係
る
音
達
試
験
の
お
礼

と
お
詫
び

　

５
月
13
日（
水
）、16
日（
土
）、

24
日
（
日
）
に
町
内
の
各
子
局

で
実
施
し
ま
し
た
音
達
試
験

は
、
予
定
ど
お
り
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
試
験
結

果
を
基
に
防
災
無
線
の
音
達
範

囲
を
検
証
し
、
よ
り
良
い
シ
ス

テ
ム
の
整
備
と
運
用
を
検
討
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

な
お
、住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

今
回
の
音
達
試
験
に
つ
い
て
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
の
周
知

で
あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課��

☎
内
線
１
２
５
４
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広
陵
町
幼
保
一
体
化

　
　
　

推
進
会
議
委
員
募
集

全
国
公
開
放
送
ラ
ジ
オ
体
操
会

開
催
し
ま
す
！

与
謝
野
晶
子
短
歌
文
学
賞

「
青
春
の
短
歌

　
　

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
」

再
び
世
界
の
舞
台
へ
！

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
「
ブ
ラ
ン
チ
」

　

昨
年
12
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
行
わ

れ
た
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
の
世
界
大
会
で
優

勝
し
た
ブ
ラ
ン
チ
の
皆
さ
ん
が
、
再
び

世
界
大
会
へ
出
場
す
る
と
の
報
告
に
、

６
月
16
日
、
山
村
町
長
の
も
と
へ
表
敬

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
度
は
、
７
月
21
日
か
ら
パ
リ
で
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
荻
野
さ
ん
（
真

美
ヶ
丘
中
学
校
２
年
）・
白
根
さ
ん
（
広

陵
中
学
校
１
年
）
は
、「
こ
こ
ま
で
や
っ

て
こ
れ
た
の
は
、
自
分
た
ち
の
力
だ
け

で
は
な
い
。
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
試
合

に
勝
ち
た
い
。」
と
今
大
会
の
抱
負
を

語
ら
れ
ま
し
た
。
山
村
町
長
は
、「
せ
っ

か
く
の
機

会
だ
か
ら

世
界
の
人

た
ち
と
交

流
し
て
ほ

し
い
」
と

激
励
の
言

葉
を
か
け

ら
れ
ま
し

た
。

　

第
21
回
「
青
春
の
短
歌
」
で
全
国
の

中
高
生
１
４
，
０
０
０
人
の
作
品
の
中

か
ら
最
も
上
位
の
賞
で
あ
る
「
文
部
科

学
大
臣
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
真
美
ヶ
丘

中
学
校
３
年
生
の
武
村
美み

子こ

さ
ん
が
、

６
月
17
日
、
山
村
町
長
の
も
と
へ
報
告

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

武
村
さ
ん
は
、「
短
歌
は
、
通
学
時

間
や
休
み
時
間
に
ふ
と
思
い
つ
き
、
一

日
一
首
は
作
っ
て
い
る
。
将
来
は
小
説

家
に
な
り
た
い
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
村
町
長
は
、「
若
い
感
性
を
生
か

し
て
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
短
歌
を

作
っ
て
ほ
し
い
。
将
来
の
目
標
に
向

か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

広
陵
町
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の
現
状

を
踏
ま
え
て
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を

総
合
的
に
考
え
て
い
く
た
め
の
会
議
を

設
置
す
る
に
あ
た
り
、
広
く
町
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
委

員
を
公
募
し
ま
す
。

◆
任
期　

委
嘱
日
か
ら
１
年

◆
募
集
人
員　

３
人

◆
会
議
開
催　

８
月
か
ら
５
回
程
度

◆
応
募
資
格　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①�

町
内
在
住
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日

現
在
で
満
20
歳
以
上
の
方

②
幼
保
一
体
化
に
関
心
の
あ
る
方

③�

応
募
時
点
で
町
が
設
置
す
る
付
属
機

関
の
委
員
に
な
っ
て
い
な
い
方

④
平
日
の
会
議
に
参
加
で
き
る
方

◆
審
査
項
目　

書
類
、
小
論
文
お
よ
び

面
接　

※
面
接
に
つ
い
て
は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間　

７
月
６
日
（
月
）
～
15
日
（
水
）
厳
守

◆
面
接
期
日　

７
月
21
日
（
火
）
～
23
日
（
木
）

◆
応
募
方
法　

認
定
こ
ど
も
園
準
備
室

な
ど
に
備
え
て
あ
る
「
応
募
用
紙
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、「
委
員
応
募
小

論
文
」
と
と
も
に
持
参
、郵
送
、Ｅ
メ
ー

　

町
制
60
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
８
月
号
に
掲
載
す

る
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

８
月
24
日
（
月
）

午
前
６
時
～
７
時
30
分
（
予
定
）

◆
場
所　

広
陵
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
時
、
広
陵
中
央
体
育
館

◆
申
し
込
み　

不
要

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

な
ど
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園

準
備
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

認
定
こ
ど
も
園
準
備
室
（
さ
わ
や
か

ホ
ー
ル
内
）

〒
６
３
５
―
０
８
２
１　

広
陵
町
大
字
笠

１
６
１
番
地
２　

☎
（
55
）
６
８
２
０

E
メ
ー
ル　
　

n
in
teiko

d
o
m
o
en
�@

to
w
n
.n
ara-ko

ryo
.lg.jp

▲再び、優勝することを誓ってくれました。

▲受賞おめでとうございます！
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木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

　

児
童
が
病
気
や
け
が
で
、
集
団
や
家

庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
、
そ

の
児
童
を
一
時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

◆
対
象
児
童

生
後
６
か
月
以
上
の
乳
幼
児
か
ら
小
学

６
年
生
ま
で
の
児
童
で
、
病
気
や
け
が

に
よ
っ
て
集
団
保
育
が
困
難
で
、
保
護

者
の
仕
事
な
ど
で
家
庭
で
の
育
児
や
看

護
が
困
難
な
児
童

◆
保
育
場
所
・
時
間

○
土
庫
こ
ど
も
診
療
所
病
児
保
育
園

「
ぞ
う
さ
ん
の
お
う
ち
」

（
大
和
高
田
市
日
之
出
町
13
―
16
）

午
前
８
時
～
午
後
５
時

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

◆
利
用
料　

日
額
２
，
０
０
０
円
＋
お
や
つ
代
２
０
０
円

※�

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
、
利

用
料
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。（
お
や

つ
代
は
除
く
。）

※
診
察
代
は
別
途
必
要
で
す
。

◆
利
用
方
法　

面
談
お
よ
び
登
録
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
面
談
予
約
や
登
録
方

法
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

ぞ
う
さ
ん
の
お
う

ち　

☎
（
24
）
３
１
２
０

◆
対
象
住
宅

○�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
、
町
内
の
在
来
軸
組
工
法
の
建

築
物
（
柱
、
梁
、
筋
か
い
な
ど
で
軸

組
を
形
成
す
る
も
の
）

○�

延
べ
床
面
積
が
２
５
０
㎡
以
下
で
、

地
階
を
除
く
階
数
が
２
以
下
の
も
の

◆
対
象
者　

対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有

者
な
ど

◆
費
用　

無
料

◆
募
集
件
数　

10
件
（
先
着
順
）

◆
受
付
開
始
日　

７
月
13
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
申
し
込
み
方
法　

○�

希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
対
象
住

宅
か
ど
う
か
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

「
病
児
保
育
」
の

　
　
　
　

実
施
に
つ
い
て

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

○�

木
造
以
外
の
構
造
が
混
在
し
て
い
る
住
宅

や
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
降
に
増
築
さ

れ
た
住
宅
、
特
殊
な
工
法
の
住
宅
な
ど

は
、
対
象
外
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○�

耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
必
ず
工
事

契
約
の
締
結
前
に
補
助
金
の
申
請
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

○�

耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
の
補
助

は
、
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
は
お
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課

　

☎
内
線
１
１
８
７
・
１
１
８
８

　

広
陵
町
で
は
、
木
造
住
宅
の
所
有
者

な
ど
に
よ
る
耐
震
化
へ
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
耐

震
改
修
工
事
に
対
し
て
は
、
工
事
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
補
助

◆
対
象
住
宅

○�

広
陵
町
の
耐
震
診
断
制
度
を
受
け
た

住
宅
、
か
つ
耐
震
診
断
で
、
診
断
結

果
が
1.0
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

◆
対
象
者　

対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
な
ど

◆
条
件

○
50
万
円
以
上
の
耐
震
改
修
工
事

○�

耐
震
診
断
結
果
が
1.0
未
満
と
診
断
さ

れ
た
住
宅
を
1.0
以
上
と
す
る
耐
震
改

修
工
事
、
ま
た
は
、
0.7
未
満
と
診
断

さ
れ
た
住
宅
を
0.7
以
上
と
す
る
耐
震

改
修
工
事

◆
補
助
内
容

　

50
万
円
以
上
の
耐
震
改
修
工
事
に
要

し
た
費
用
に
１
０
０
分
の
23
を
乗
じ
て

得
た
額
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
額
が
20
万
円
未
満
の

と
き
は
20
万
円
と
し
、
50
万
円
を
超
え

る
と
き
は
50
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

◆
募
集
件
数　

４
件
（
先
着
順
）

◆
受
付
開
始
日　

７
月
13
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
申
し
込
み
方
法

申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次

の
書
類
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

①�

耐
震
改
修
工
事
の
見
積
書
お
よ
び
内

訳
書

②�

住
宅
の
付
近
見
取
図
お
よ
び
写
真

（
外
観
の
わ
か
る
も
の
を
複
数
枚
）

③
現
状
配
置
図
、
平
面
図　

④�

住
宅
が
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
し
た
木
造
住
宅
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
書
類

⑤�

住
宅
の
所
有
者
な
ど
が
確
認
で
き
る

書
類

⑥
耐
震
診
断
の
結
果
の
写
し　

⑦
耐
震
補
強
設
計
図
書　

⑧
耐
震
改
修
工
事
工
程
表　

⑨
建
築
士
に
よ
る
設
計
内
容
確
認
書
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　広陵中央公民館　講座生募集・映画祭　

◆申し込み・問い合わせ先
〒635-0821　広陵町大字笠382番地1
広陵中央公民館　☎（55）1181

～モンスターズユニバーシティ～

～くじけないで～

★尺八・琴体験教室★

★将棋講習会★

～日本古来の尺八や琴を体験してみませんか～
◆日時　７月26日・８月２日（日）��午前10時～正午
◆講師　尺八：坂口�忠雄さん　琴：白銀�智子さん
◆対象者　町内在住の小学生
◆定員　20人
◆持ち物　筆記用具
◆申し込み期限　７月13日（日）必着
◆申し込み方法　往復はがき（１講座につき１枚）に
受講したい講座名、住所、氏名（小学生・保護者）、
小学校名、学年、性別、電話番号を記入し、郵送くだ
さい。直接申し込まれる場合は、返信用はがきをご持
参のうえ、広陵中央公民館までお越しください。
※申し込み多数の場合は、抽選となります。

◆日時　８月８日（土）�
午前９時30分～ 11時13分
（真美ヶ丘第一・第二小学校区）
午後１時30分～３時13分
（広陵東・西・北小学校区）
◆対象　小学生
（保護者の同伴可能です）
◆申し込み　不要
※�ただし、定員（404人）を
超えた場合は、入場を制限
します。

　映画「モンスターズ・インク」から生まれた人気キャラ
クター、マイク＆サリー。彼らが巻き起こすモンスター界
最大の事件を描いた、ファンタジーアドベンチャーです。

　200万部超のベストセラー詩集の作者となった実在の詩
人・柴田トヨの半生と家族のドラマを描いた感動作。詩の
ように温かく、心に一筋の光を投げかけてくれる物語です。

◆日時　８月８日（土）�
午後６時30分～８時38分
◆対象　町内在住、在勤の方
◆定員　404人
◆申し込み　入場券の配布を
７月10日（金）午前８時45
分から、中央公民館にて先着
順（１人５枚まで）でお渡し
します。
※�気象警報などで中止する場
合があります。

◆日時　７月23日（木）、24日（金）、
25日（土）
午後１時30分～３時30分
◆講師　（公社）日本将棋連盟九段
田中魁秀先生
◆対象者　町内在住の小学生
（同伴者１名の参加も可能です）
◆定員　なし
◆申し込み期限　７月16日（木）
◆申し込み方法　中央公民館までお電話ください。

　広陵パークゴルフコースでは、毎月第２土曜日に
月例杯を開催しています。
◆日時　７月11日（土）
○開会式　午前８時40分　○競技開始　午前９時
○終了予定　正午（終了後表彰式）
※�雨天決行（警報発令時は中止します）
◆場所　広陵パークゴルフコース
（広陵町大字百済2438番地1）
◆参加費
○町内の方�1,100円　○町外の方�1,700円
※�プレイ代・賞品代が含まれています。
※�キャンセルされた場合、料金の発生する可能性が
あります。ご了承ください。
◆申し込み期限　７月７日（火）

◆申し込み方法　直接お申し込みください。
◆申し込み・問い合わせ先
広陵パークゴルフコース　☎（55）8957

広陵パークゴルフコース
月例杯参加者募集

～みなさんと共に考えるまちづくり～
「人権のつどい」開催！

　人権問題に対する正しい認識を広め、明るく住みよ
いまちづくりを進めるため、「人権のつどい」を開催
します。
◆日時　７月24日（金）　午後２時30分～４時30分
　※受付は午後２時からです。
◆場所　広陵中央公民館　かぐや姫ホール
◆内容　
　講師　三代澤�康司さん（朝日放送アナウンサー）
　演題　「ラジオから見える人のつながり
　　　　　　　～人生はドッキリ！ハッキリ！～」
◆入場料　無料
◆定員　400人（先着順）
◆申し込み　不要
[講師紹介]
　「おはよう朝日です」や「ワイ
ドABCDE ～す」でおなじみ、
奈良県出身のアナウンサー。
　現在、ABCラジオ「ドッキリ！
ハッキリ！三代澤康司です」の
メインパーソナリティーを担当。
◆問い合わせ先　企画調整課　☎内線1256
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第35回一般男子ソフトボール大会

　ソフトボールで気持ちの良い汗を流しませんか。
日ごろ練習されているチームの皆さんの参加をお待
ちしています。
◆開催日時　７月26日（日）��※予備日８月２日（日）
※雨天中止の決定は、午前７時30分に行います。
◆開会式　午前８時30分　◆試合開始　午前９時
◆場所　広陵健民運動場
◆参加資格　一般男子とし、１支部１チーム
※大学生で現役の野球およびソフトボール選手は除く。
◆チーム編成　各大字、自治会、事業所単位
◆申し込み期限　７月14日（火）午後５時
◆参加料　2,000円
※申し込みと同時にお支払いください。
※支払い後の参加料は、返金しません。
※７月19日（日）に事前対戦組合抽選を行います。
◆その他　平成27年度広陵町体育協会ソフトボール
の部、未登録チームの参加も可能です。
◆申し込み・問い合わせ先
広陵中央公民館内体育協会事務局
〒635-0821�広陵町大字笠382番地1�
☎（55）1181・4414

自衛官を募集します

受験資格 受付期間 試験日

一般曹
候補生

18歳以上
27歳未満
の方

8/1（土）
��～ 9/8（火）

1次：9/18(金)・19(土)の
うち指定する1日
2次：10/�8（木）�～ 14（水）
までの指定する1日

自衛官
候補生

採用予定月
の1日現在
18歳以上
27歳未満
の方

男子
�年間通じて受付
女子�8/1（土）
～ 9/8（火）

�男子:受付時にお知らせ
女子：9/25（金）～ 29（火）
までの指定する1日

航空
学生

高卒(見込
含)18歳以
上21歳未
満の方

8/1（土）
～ 9/8（火）

1次：9/23（水)
2次：10/17(土)～ 22（木）
までの指定する一日

防衛
大学校
学生

高卒(見込
含)18歳以
上21歳未
満の方

推薦・総合選抜
9/5(土)～9(水)
一般(前期)
9/5(土)
　　～ 30(水)

推薦9/26(土)・27(日)
総合選抜
1次：9/26（土）
2次：10/31(土)・11/1(日)
一般(前期)
1次：11/7(土)・8(日)
2次：12/8(火) ～ 12(土)
までの指定された日

◆募集職種・資格など
※受験資格年齢は平成 28年４月１日現在
　（自衛官候補生は下記のとおり）

※�他の職種などについては、ホームページをご
覧ください。
◆問い合わせ先��
○自衛隊橿原地域事務所
　�☎ 0744（29）9060
○奈良地方協力本部（PC用）�
　http://www.mod.go.jp/pco/nara

◆問い合わせ先（公社）広陵町シルバー人材セン
ター事務所　☎（55）8265

「ポケット七夕広場」
　七夕の季節に「シャボン玉」と「短冊作り」を予
定しています。施設の見学もいっしょにお子さんと
気軽にお越しください。
　まずは事務所にお問い合わせください。
◆日時　７月６日（月）午前10時～ 11時30分
◆場所　広陵町子育て支援施設「ポケット」
　　　　（馬見中１丁目　見立山公園内）
◆定員　20組（先着順）
◆申し込み・問い合わせ先　
「ポケット」☎（55）4183
※７月１日（水）午前10時から受付開始です。

★シルバー入会説明会
◆日時　７月８日（水）、15日（水）午後１時30分～
※事務所にお問い合わせください。
★パソコンサポート無料体験教室
◆日時　７月23日（木）午後１時30分～（先着３人）
◆場所　シルバー事務所　◆対象　初心者の方
※事前に参加のご連絡をお願いします。

シルバー人材センターからの
お　知　ら　せ

消防だより
平成 27 年度「乙種防火管理新規講習会」

を実施します

　消防法で、多数の人を収容する建物の管理権原
者は、防火管理者を定めて、防火管理上必要な業
務を行わせるよう義務づけられています。この講
習で、必要な知識と技能を習得することができま
す。
◆日時　８月 26日（水）
午前９時 30分～午後４時 30分ごろ
◆場所　奈良県社会福祉総合センター５階大会議室
（橿原市大久保町 320番地 11）
◆定員　96名　（先着順）
◆受講料　5,140 円
◆申し込み方法　受講料を郵便振替した後、受講
申込書に払込受領証のコピーと写真を貼付し、ファ
クスで（一社）奈良県防災安全協会にお申し込み
ください。
※�受講申込書は、広陵消防署で配布しています。
　また、（一財）日本防火・防災協会のホームペー
　ジ（http://www.n-bouka.or.jp/）からもダ
　ウンロードできます。
◆申し込み・問い合わせ先　
（一社）奈良県防災安全協会（奈良市高畑町
1116-6）
☎ 0742(22)2119　 0742(26)6887
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第65回「社会を明るくする運動」
強化月間

　７月は「社会を明るくする運動」強化月間です。
　この運動は、すべての国民が犯罪や非行の防止と
罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それ
ぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない
明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　今年度は「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支え
る地域のチカラ」をスローガンとし、罪を犯した人
が更生して、地域社会の一員として暮らせる社会の
実現ができるように取り組んでいます。
　広陵町でも、保護司や更生保護女性会の皆さんが、
７月１日（水）に近鉄箸尾駅前、エコール・マミショッ
ピングセンターで啓発活動を行います。また、７月
８日（水）にはさわやかホール内にて内閣総理大臣
メッセージ伝達式および集会を実施します。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
◆問い合わせ先　
福祉課（さわやかホール内）　☎（55）6771

　行政相談委員の福西博一さんが、管轄区域内の行
政相談委員の中で、業績が顕著で他の模範となる委
員として、近畿管区行政評価局長表彰を受賞されま
した。
　福西さんは、平成 23年４月から町行政相談にご
尽力いただいており、地域ＦＭ局（エフエムハイ
ホー）や「広陵かぐや姫まつり」での行政相談のＰ
Ｒにも貢献されています。
　活動に対して心より感謝するとともに、今後も引
き続きよろしくお願いします。

～ 第 10 回パッククッキング講習会 ～

畿央大学からのお知らせ

　「パッククッキング」は、火を使わない真空調
理の家庭版で、材料をポリエチレン袋に密封して
電気ポットで調理する方法です。焦がすことなく、
煮くずれもしにくく、１人分のおかゆやおかずを
同時に作ることができます。また、介護をしなが
ら、掃除をしながらといった、ほかの作業をしな
がら調理ができます。
　受講者の年齢層も 30 代から 80 代と幅広く、
最近は男性の受講者も増えてきました。料理が苦
手、調理する時間がないと思ったり、一人暮らし
で少量の調理が難しいと思ったりしておられる方
は、一度この講習会にご参加ください。

◆日時　７月 26日（日）午前 10時～午後１時
◆実習献立　しそご飯、中華風カレイの蒸し煮、
麻婆ナス、チンゲンサイの炒め物
◆定員　40人（先着順）
◆場所　畿央大学　Ｃ棟１階　調理実習室
◆持ち物　エプロン、三角きん��
◆費用　300円
◆申し込み方法　氏名（ふりがな）、住所、連絡先、
年齢を明記のうえ、Eメール、ファクス、または
はがきで下記申し込み先へお申し込みください。
※�受け付け手続き完了後、「受講証」を発行しま
すので、当日ご持参ください。
◆申し込み期限　７月 18日（土）必着
◆申し込み・問い合わせ先
〒 635-0832　広陵町馬見中 4丁目 2番 2号
畿央大学企画部　パッククッキング係
☎（54）1601　 （54）1600
Eメール　kikaku@kio.ac.jp

８月24日は大垣内立山祭です！
　「立山祭」は、
８月24日の地蔵
盆に大垣内の専光
寺を中心として、
趣向を凝らした手
作り人形「作り
物」が飾られる催
しです。新築した
家や婚礼のあった
家を会場とし、披露を兼ねて、その年の話題や有名
となった人物を取り上げ、おもしろおかしく飾り付
けて人々に話題を提供しようとするものです。平成
８年に広陵町の無形民俗文化財に指定されています。
　昨年はNHK連続テレビ小説「花子とアン」、NHK
大河ドラマ「軍師官兵衛」、USJのアトラクション「ハ
リーポッター」などが飾られました。

◆問い合わせ先　大垣内立山保存会　出井�裕久
☎090-8933-5608

◀▲�保存会で製作した
ミニオブジェ

　今年は、お祭前後で民家やガレージに「立山祭」
を盛り上げる動物や人形などのミニオブジェ（約
１メートルの大きさのもの）を展示します。その
製作をしてくださる方を募集しています。
　詳しい内容については、下記までお問い合わせく
ださい。

～動物や人形などを作りませんか？～

▲昨年の作品「軍師官兵衛」

おめでとうございます！
近畿管区行政評価局長表彰
　　　　　行政相談委員�福

ふくにしひろかず

西博一さん
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日 �月 �火 �水 �木 �金 土

7/19 20 21 22 23 24 25

東小
真美二小

東小
真美二小

東小
真美一小
真美二小

真美一小

26 27 28 29 30 31 8/1

西小
真美一小
真美二小

真美一小
真美二小

東小
西小
北小
真美二小

東小
西小
北小
真美二小

��2 3 4 5 6 7 8

西小
真美二小

西小
北小
真美一小

西小
北小
真美一小
真美二小

東小
北小
真美一小

全小学校
（５校）

9 10 11 12 13 14 15

真美一小

16 17 18 19 20 21 22

西小
北小
真美一小

全小学校
（５校）

西小
北小
真美一小

全小学校
（５校）

北小
真美一小

23 24 25 26 27 28 29

東小
西小
真美二小

北小 西小

　夏休みの間、町内各小学校図書室（館）を開放しま
す。マナーをしっかり守って利用しましょう。
◆実施校　町内各小学校（右表のとおり）
※学校行事などにより変更する場合があります。
◆利用時間
午前９時～午後４時30分
◆利用できる方
小学生･中学生･高校生･大学生（家族の利用も可）
◆利用上の注意
・校舎内では、図書室（館）、トイレ以外に出入りしない。
・食べ物は持ってこない（ただし、水分補給は可）。
・出したゴミは持って帰る。
・�静かに学習し、ほかの人の迷惑にならないようにす
る。

・携帯電話は使用しない。
・図書の貸し出しはできません。
◆問い合わせ先　学校教育課　☎内線1288

町内各小学校図書室（館）
開放日のお知らせ

夏休み期間

◆日時
　　９月19日（土）　午後１時～８時
　　９月20日（日）　午前10時～午後４時
◆場所　竹取公園内みんなの広場
※�プログラムなど、詳細は決定しだいお知らせしま
すので、楽しみにお待ちください。

◆申し込み・問い合わせ先
広陵かぐや姫まつり実行委員会事務局（地域振興課内）
☎内線 1162・1165
ホームページ　http://www.town.koryo.nara.jp

みんなの広場ステージ
☆なんでもパフォーマンス募集！☆

「かぐや姫行列」に参加してみませんか？

町制 60 周年記念事業 
広陵かぐや姫まつり  開催日決定！

　かぐや姫まつりのステージで日ごろ練習してきた
演芸（ダンスや楽器演奏など）を披露してみませんか。
みんなでかぐや姫まつりを盛り上げましょう！
◆日時　９月 19日（土）午後２時～５時（予定）
◆場所　竹取公園みんなの広場特設ステージ
◆募集資格　代表者が町内在住者および在勤者
◆募集定員　10組程度
※�多数の場合は催し物の内容により選考します。
◆募集期限　７月 17日（金）必着
◆応募方法　「出演申込書」「準備品配置図」を記入
のうえ、役場地域振興課へ持参または郵送で提出し
てください。申込書などは、地域振興課、郵便局を
除く町内サービスカウンターで配布しているほか、
ホームページでダウンロードできます。

　竹取物語を彷
ほうふつ

彿とさせるような古代衣装（かぐや

姫、貴公子、翁
おきな

、嫗
おうな

）を個人で着用して来場された
方は、かぐや姫行列・観月の灯し火の点灯式に参加
できます。自分で作ったり、市販のものを買ったり
して、衣装を身につけて来られた方なら誰でも参加
可能です。
◆日時　９月 19日（土）午後５時 30分ころ
※�事前に会場でアナウンスをしますので、その後、
特設ステージ横に集合してください。

◀�昨年の様子
（観月の夕べ）
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▼お問い合わせ先はこちらから

健
康
ぷ
ら
す
教
室

～
６
か
月
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
～

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．２

平
成
27
年
度
中
和
地
区

　

家
族
教
室
の
お
知
ら
せ

　

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
健
康
ぷ

ら
す
教
室
」の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

毎
月
２
回
、
運
動
・
栄
養
の
各
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

栄
養
の
テ
ー
マ
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
実
施
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
普

段
の
食
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
意

見
交
換
し
た
り
質
問
な
ど
も
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

回
を
重
ね
る
た
び
に
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
も
仲
良
く
な
り
、
楽
し
ん
で
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

広
陵
元
気
塾
の
紹
介

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．２

　

今
回
は
、「
動
け
る
か
ら
だ
づ
く

り
～
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～
」

を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
身
体
全
体
を
ほ
ぐ
し
、

動
き
や
す
い
身
体
を
つ
く
っ
た
後
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実

践
し
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
を
意
識
す
る
こ
と
で
、

効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る

こ
と
を
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
感
じ

て
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

　

家
族
教
室
は
、
精
神
障
が
い
者
を
抱

え
る
家
族
を
対
象
に
、
精
神
疾
患
に
関

す
る
正
し
い
知
識
や
社
会
資
源
な
ど
の

情
報
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
同
じ
立
場

の
家
族
が
悩
み
を
分
か
ち
合
い
、
話
し

合
う
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

病
気
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
、
ど
う

接
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
悩
む
…
…
な

ど
悩
み
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

６
月
～
平
成
28
年
３
月
の
毎
月
第
２
水

曜
日　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※�

講
師
の
都
合
な
ど
で
日
に
ち
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
場
所　

エ
ル
ト
ピ
ア
中
和
（
大
和
高

田
市
西
町
１
―
60
）

◆
対
象
者

３
市
１
町
（
香
芝
市
、
大
和
高
田
市
、

葛
城
市
、
広
陵
町
）
に
お
住
ま
い
の
精

神
疾
患
が
あ
る
当
事
者
の
家
族

◆
費
用　

無
料

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人　

萌　

生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
な
っ
つ

☎
（
23
）
７
２
１
４
（
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

橋本さん�竹腰さん�薮木さん�畠中さん�小林さん

▲�仲良しになった皆さんで、食生活について
討議しました。

日にち 開催場所

7/��8（水） 真美ヶ丘体育館 真美二校区

7/15（水） 広陵東体育館　 東校区

7/22（水） 西谷公園管理事務所 真美一校区

7/23（木） 広陵中央体育館 西校区

7/29（水） 広陵北体育館 北校区

動けるからだづくり　～効果的なウォーキング～
◆時間　10:00 ～ 11:30
※希望者のみ　9:30～血圧測定

☆　第２回目のテーマ　☆

※�駐車場に限りがあります。運動も兼ねて、なるべく徒歩や
自転車などでお越しいただきますようお願いします。

広
陵
元
気
塾

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
「
元
気
」
と
「
笑
顔
」

を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
保
健
師
と
テ
ー

マ
別
の
講
師
が
、
校
区
単
位
で
地
域
を
巡

回
し
ま
す
！
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

◆
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
お
茶
、
運
動
靴

◆
講
師　

健
康
運
動
指
導
士

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

地
域
巡
回
型
健
康
教
室

☆皆さんのコメント☆
先生がすごく楽しい人でした！
身体が軽くなりました。
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Healty Networkヘルシーネットワークヘルシーネットワーク

◆
日
時　

７
月
17
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時

◆
場
所　

役
場
正
面
玄
関
前

　

献
血
に
よ
り
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
血
液
は
、
輸
血
を
中
心
と
し
た

医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。
輸
血
に
必
要

な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分
に
確
保
し
て

お
く
た
め
に
は
、
絶
え
ず
皆
さ
ん
の
献

血
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

集
団
が
ん
検
診
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

※�

集
団
特
定
健
診
と
同
時
実
施
日
で

す
。
同
時
申
し
込
み
の
方
を
優
先

し
て
お
り
、
定
員
は
若
干
名
と
な

り
ま
す
。

肺
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
い
の
ち
」
を
守
る
イ
ベ
ン
ト

８
月
22
日
（
土
）
開
催
！

　

各
地
域
を
巡
回
す
る
肺
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す
。

　

各
日
と
も
事
前
に
お
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

◆
申
し
込
み
開
始
日　

７
月
７
日（
火
）

※�

お
申
し
込
み
後
、
検
診
日
の
約
１
週

間
前
に
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

※�

各
日
と
も
定
員
が
あ
り
ま
す
。
定
員

に
達
し
た
場
合
、
別
の
日
程
で
お
申

し
込
み
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
日
時

９
月
３
日
（
木
）、
11
月
17
日
（
火
）、

平
成
28
年
１
月
30
日
（
土
）

※
す
べ
て
午
前
中
の
実
施
で
す
。

◆
実
施
場
所　

さ
わ
や
か
ホ
ー
ル

◆
申
し
込
み
方
法　

電
話
お
よ
び
さ
わ

や
か
ホ
ー
ル
窓
口
で
の
申
し
込
み

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー（
さ
わ
や
か
ホ
ー
ル
内
）

☎
（
55
）
６
８
８
７

◆
対
象
者　

40
歳
以
上
の
広
陵
町
に
住

民
票
を
有
す
る
方

◆
検
診
内
容

①
肺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

②
喀か

く
た
ん痰

検
査
（
必
要
な
方
の
み
）

※�

ご
希
望
の
方
は
、
大
腸
が
ん
検
診
も

同
時
受
診
で
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー（
さ
わ
や
か
ホ
ー
ル
内
）

☎
（
55
）
６
８
８
７

　

畿
央
大
学
と
共
催
で
開
催
し
ま

す
。
健
康
や
防
犯
、
食
育
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
先
着

３
０
０
世
帯
の
方
に
「
か
ぐ
や
ち
ゃ

ん
エ
コ
バ
ッ
グ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
今
月
号
の
挟
み
込
み
チ

ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日にち 受付時間 実施場所

10/��5（月） 13：30～ 15：30 真美ヶ丘体育館

10/��8（木）
��9：30～ 10：20 図書館　

10：40～ 11：30 広陵中央公民館

10/22（木） 13：30～ 15：30
大和園デイサービス
センター広陵温泉
（三吉173番地1）

10/23（金） ��9：30～ 11：30 広陵西体育館

10/30（金）
��9：30～ 10：20 広陵北体育館

10：40～ 11：30 広陵東体育館

11/11（水）
13：30～ 14：20

おきなの杜
（南郷84番地1）

14：40～ 15：30 広陵町役場

種類 対象年齢 自己負担金

胃がん 35歳以上 650円

肺がん 40歳以上 200円

大腸がん 40歳以上 500円

前立腺がん 50歳以上 300円

☆　肺がん検診の日時と場所　☆

◆検査費用
レントゲン検査　200円
喀痰検査　　　　500円
大腸がん検診　　500円
※ 70歳以上の方、生活保護世帯の方は無料です。

◆検査内容
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広
陵
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ス
１
ク
ラ
ブ

テ
ニ
ス
教
室
増
設
の
お
知
ら
せ

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
弔
慰
金

（
第
10
回
特
別
弔
慰
金
）
の
お
知
ら
せ

　

テ
ニ
ス
教
室
が
定
員
に
達
し
た
こ
と

か
ら
教
室
を
増
設
し
、再
募
集
し
ま
す
。

　

戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
国
と
し
て

改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦

没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
（
記

名
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

①�

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③�

戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

④
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

※�

詳
細
は
、
福
祉
課
社
会
福
祉
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
内
容

額
面
25
万
円
の
５
年
償
還
の
記
名
国
債

◆
請
求
期
日

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

◆
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
さ
わ
や
か
ホ
ー

ル
内
）
☎
（
55
）
６
７
７
１

　

ま
ず
は
、
７
月
に
無
料
体
験
教
室
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
８
月
か
ら
の
テ
ニ

ス
教
室
に
入
会
の
希
望
の
方
は
、
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

ラ
ケ
ッ
ト
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
12
日
・
19
日
・
26
日（
日
）

①
午
前
９
時
～
９
時
50
分

②
午
前
９
時
50
分
～
10
時
40
分

③
午
前
10
時
40
分
～
正
午

◆
場
所　

西
谷
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
馬
見
南
２
丁
目
13
番
）

◆
対
象　

①
・
②　

小
学
１
年
生
～
４
年
生

③　
　
　

小
学
３
年
生
～
６
年
生

◆
定
員　

各
時
間
帯
10
人

◆
講
師　

梅
澤�

康
雄
さ
ん

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

広
陵
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ス
１
ク
ラ
ブ

テ
ニ
ス
教
室
担
当
：
長
田

☎
（
52
）
２
５
４
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ��h

ttp
://kstp

1
c.n

et

大
人
気
！
ご
み
減
量
推
進
講
座

募
集
・
お
知
ら
せ

　

ご
み
の
減
量
方
法
を
料
理
や
物
づ
く

り
を
通
し
て
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た

後
、講
座
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　

調
理
に
ご
み
少
量
化
の
意
識
を
お
持

ち
い
た
だ
く
た
め
に
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
23
日
（
木
）
午
前
９
時

30
分　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
集
合
・
見
学

午
前
11
時
～
午
後
１
時
ご
ろ　
　

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
３
階
調
理
室
で
調

理
、
試
食

◆
対
象
者　

小
学
４
年
生
以
上
の
児
童
と
保
護
者

◆
定
員　

10
組
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

１
組
５
０
０
円（
材
料
費
）

◆
持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆

記
用
具

○
中
学
生
ク
ッ
キ
ン
グ

　

小
学
生
で
学
習
し
た
ご
み
の
分
別
を

も
う
一
度
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
復
習

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
見
学
後
は
、
調

理
実
習
を
し
な
が
ら
、
無
駄
な
ゴ
ミ
の

出
な
い
調
理
法
を
勉
強
し
ま
し
ょ
う
！

◆
日
時　

８
月
７
日
（
金
）
午
前
９
時

30
分　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
集
合
・
見
学

午
前
11
時
～
午
後
１
時
ご
ろ

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
３
階
調
理
室
で
調

理
、
試
食

◆
対
象
者　

町
内
在
住
の
中
学
生

◆
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

◆
持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆

記
用
具

○
親
子
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

　

以
前
に
好
評
だ
っ
た
、
レ
ザ
ー
ク
ラ

フ
ト
を
作
り
ま
す
。

◆
日
時　

８
月
25
日
（
火
）
午
前
９
時

30
分　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
集
合
・
見

学
、
見
学
後
製
作
体
験

◆
対
象
者　

小
学
３
年
生
以
上
の
児
童

と
保
護
者

◆
定
員　

10
組
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

１
組
６
０
０
円
～
８
０
０

円
（
材
料
費
）

◆
そ
の
他　

汚
れ

て
も
気
に
な
ら
な

い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

��

◆
申
し
込
み
期
限　

７
月
17
日
（
金
）

��

◆
申
し
込
み
方
法　

直
接
来
館
い
た

��

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

��

さ
い
。

��

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

��

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

��

☎
（
57
）
２
０
０
０
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子
育
て
女
性
の
保
育
士
資
格
取
得
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
事
業　

参
加
者
募
集

◆
主
催　

奈
良
県
・
葛
城
地
域
の
５
市

町
（
大
和
高
田
市
・
御
所
市
・
香
芝
市
・

葛
城
市
・
広
陵
町
）

※�

詳
し
く
は
、
奈
良
県
子
育
て
支
援
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。（h

ttp
://w

w
w
.p
ref.n

a
ra
.

jp
/d
d
.asp

x?
m
en
u
id
=
3
9
6
7
0

）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

奈
良
県
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
・
女
性
局

子
育
て
支
援
課

☎
０
７
４
２
（
27
）
８
６
０
４

０
７
４
２
（
27
）
２
０
２
３

　

保
育
士
確
保
の
取
り
組
み
と
し
て
、

「
子
育
て
経
験
」
を
活
か
し
て
、
保
育

士
資
格
の
取
得
を
目
指
す
女
性
を
応
援

す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
程
お
よ
び
内
容　

○�

８
月
19
日
（
水
）・
21
日
（
金
）・
25

日
（
火
）　

午
前
９
時
～
正
午

　

開
講
式
・
保
育
に
関
す
る
講
義

○�
９
月
～
10
月
の
４
日
間
（
各
日
２
時

間
程
度
）
保
育
所
実
習
体
験

◆
会
場　

大
和
高
田
市
総
合
福
祉
会
館

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
（
大
和
高
田
市
池

田
４
１
８
―
1
）
お
よ
び
葛
城
地
域
内

の
保
育
所

◆
対
象
者　

葛
城
地
域
５
市
町
に
居
住

す
る
子
育
て
経
験
の
あ
る
女
性
で
、
保

育
士
資
格
取
得
に
興
味
の
あ
る
方

◆
定
員　

35
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
選
考
し
ま
す
。）

◆
受
講
料　

無
料
（
実
習
に
か
か
る
健

康
診
断
費
用
は
自
己
負
担
）

◆
募
集
期
間　

７
月
１
日
（
水
）
～
17

日
（
金
）
申
込
書
必
着

◆
託
児　

有
料
（
た
だ
し
、
利
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）　

靴
下
の
ロ
ス
ト
く
ず
を
募
集
中
！

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

　
　
　
　

折
り
鶴
を
折
り
ま
し
ょ
う

　

広
陵
町
商
工
会
で
は
、
靴
下
の
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
と
し
て
「
靴
下
の
ロ
ス
ト

く
ず
」
を
全
国
の
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

発
送
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
利
用
者
か

ら
「
リ
ハ
ビ
リ
や
手
芸
と
し
て
の
楽
し

み
が
あ
る
」と
の
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
靴
下
の
ロ
ス
ト
く
ず
」
が

少
な
く
、
発
送
の
依
頼
を
受
け
て
か
ら

５
か
月
程
度
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い
る

状
態
で
す
。
靴
下
製
造
関
係
者
で
「
靴

下
の
ロ
ス
ト
く
ず
」を
お
持
ち
の
方
は
、

広
陵
町
商
工
会
ま
で
ご
持
参
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
受
付
時
間

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
問
い
合
わ
せ
先　

ひ
と
り
親
家
庭
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流

事
業
参
加
者
募
集

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
世
帯
間
の

交
流
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時　

８
月
23
日
（
日
）
午
前
８
時

～
午
後
５
時

◆
内
容

○�

関
西
国
際
空
港
裏
側
体
験
ツ
ア
ー

○
泉
佐
野
漁
協
青
空
市
場

◆
対
象
者　

町
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家

庭
７
組
（
先
着
順
）

※
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
費　

大
人
１
人　
　

１
，
０
０
０
円

中
学
生
以
下
１
人　

５
０
０
円

◆
申
し
込
み
締
切
日　

７
月
24
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

※�

定
員
に
な
り
し
だ
い
、
締
め
切
り
ま

す
。

◆
申
し
込
み
方
法　

参
加
費
と
町
内
在
住
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
も
の
（
親
子
と
も
）
を
ご
持

参
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他　

当
日
は
、
広
陵
町
民
生
児
童
委
員
協
議

会
の
方
と
、
広
陵
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

の
方
に
も
同
行
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

広
陵
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
さ
わ
や
か
ホ
ー
ル
１
階
）

☎
（
55
）
８
３
０
０

�

（
55
）
６
５
８
５

広
陵
町
商
工
会

広
陵
町
大
字
笠
１
６
２
番
地　

☎
（
55
）
３
５
３
５

　

折
り
鶴
は
、
広
島
の
平
和
記
念
公

園
内
に
あ
る
「
原
爆
の
子
の
像
」
の

モ
デ
ル
に
な
っ
た
少
女
が
、「
生
き
た

い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
折
り
鶴
を

折
っ
た
事
実
が
広
く
伝
え
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
現
在
で
は
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
被
爆
70
周
年
を
迎
え
、
原
爆

投
下
日
で
あ
る
８
月
を
中
心
に
、
次
の

と
お
り
、
折
り
鶴
を
折
る
取
り
組
み
を

実
施
し
ま
す
。
作
成
し
て
い
た
だ
い
た

折
り
鶴
は
、
被
爆
地
に
届
け
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

　

世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
な
が
ら
、

皆
さ
ん
も
折
り
鶴
を
折
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

◆
実
施
期
間　

７
月
28
日
（
火
）
～
８
月
13
日
（
木
）

※�

図
書
館
の
休
館
日

を
除
き
ま
す
。

◆
場
所　

図
書
館
展

示
コ
ー
ナ
ー

◆
問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
課　

☎
内
線
１
２
１
２
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ご寄付ありがとうございました

～点検商法にご用心！～
消費生活相談

　突然、業者が訪ねてきて「近所で工事をしてい
る者です。お宅の屋根瓦がずれているようなので
見せてください」などと言って、屋根にはしごを
かけて点検をし始め、「このままでは危険です。雨
漏りしてしまう。すぐに工事しないと」などと不
安をあおり、契約をさせるような商法を『点検商法』
と言います。たとえ悪いところがなくても、「工事
が必要だ」と言われてしまうと、消費者が判断で
きなくなるところを狙われています。
　こうした手口はほかにも
・�「床下にシロアリがいるから、このままでは家が
傾く」と言ってシロアリ駆除の工事を契約させる。
・�水道局の関係者と思わせ「水質が良くなるから」
と言って水道に器具を取り付ける。
といったようなものがあります。

その場では決して契約しないで、まず相談！
　高齢者は自宅にいることが多いため、こうした
商法の被害に遭うことが多くなっています。不安
をあおったり、「今日契約してくれたら安くします」
などと急かされても、絶対にその場で契約してし
まわないようにしてください。業者の説明を信用
せず、まずは家族や友人などに相談しましょう。
また、本当に工事を希望する場合でも、複数の業
者から見積をとり、慎重に決めてください。
　訪問販売での契約の場合は、８日間以内であれ
ば契約を解除（クーリング・オフ）できます。困
ったときはご相談ください。
◆問い合わせ先　地域振興課　☎内線 1163

和やか
編集後記

担当Ⓦの

「まだまだ続く
60 周年事業」

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
寒
い

よ
り
は
暑
い
ほ
う
が
ま
だ
マ
シ
、

広
報
担
当
の
ⓦ
で
す
。
ま
ぁ
、
梅

雨
の
時
期
の
ジ
メ
ジ
メ
で
、
不
快

指
数
は
急
上
昇
！
で
す
が
（
汗
）。

　

さ
て
、
今
年
も
も
う
半
分
を
過

ぎ
ま
し
た
が
、
記
念
事
業
は
ま
だ

ま
だ
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

８
月
22
日
「
い
の
ち
を
守
る
イ

ベ
ン
ト
」、
８
月
24
日
「
ラ
ジ
オ

体
操
会
」、
８
月
「
ひ
ま
わ
り
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
」、
９
月
19

日
・
20
日
「
か
ぐ
や
姫
ま
つ
り
」、

10
月
31
日
「
60
周
年
記
念
式
典
」、

10
月
31
日
～
11
月
３
日
「
広
陵
町

文
化
祭
」、11
月
下
旬
「
広
陵
検
定
」

…
…
。
こ
の
ほ
か
、
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
、
地
域
で
行
っ
て
い
る

祭
も
加
え
る
と
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま

す
ね
！

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
走
り
回
っ
て
い
る
の
で
、
見
か

け
た
ら
「
逃
げ
ず
」
に
「
映
り
こ

ん
で
や
る
！
」
く
ら
い
の
勢
い
で

来
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で

す
。
と
は
言
っ
て
も
無
理
は
な
さ

ら
ぬ
よ
う
…
…
。

　

今
年
も
熱
中
症
な
ど
に
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
な
ん
せ
暑
い
し
、

「
熱
い
」
で
す
か
ら
。

満中陰志　
◯匿名希望
　５月 1日に来庁され、「地域に役立ててくださ
い」と、ご寄付いただきました。
　いただきましたご寄付は、皆さまの温かいお気
持ちにおこたえできるよう、さまざまな福祉事業
で大切に使わせていただきます。
◆問い合わせ先　広陵町社会福祉協議会
☎（55）8300

「まほろば医療連携ネットワーク」

国保中央病院だより

　地域支援センター　

◆問い合わせ先
　国保中央病院地域支援センター　
☎ 0744（43）8800

　国保中央病院では、地域の医療機関との間で診
療情報の共有を図り、緊密な医療連携を推進する
目的で、地域医療連携ネットワークを桜井市の済
生会中和病院と共に立ち上げ、名称を「まほろば
医療連携ネットワーク」として平成 26年 10 月
から開始しました。
　このネットワークには国保中央病院と済生会中
和病院の所属している桜井地区医師会に所属する
医療機関（田原本町・三宅町・川西町・桜井市）
と広陵町の医療機関に参加をいただいています。
　「まほろば医療連携ネットワーク」はインター
ネット上で診療情報の共有を図るシステムであ
り、全国各地で同様のネットワーク導入が進んで
いますが、奈良県では当ネットワークが最初にな
ります。
　このネットワークの特徴は、かかりつけ医が自
身の診察室のパソコンで、国保中央病院や済生会
中和病院の診療情報を閲覧できることにありま
す。これにより一貫した切れ目のない医療が可能
となり、処方・検査などの重複を防ぐことができ、
医療の効率の改善、医療費の削減につながること
が期待されます。
　このネットワークは、患者の同意を得て登録す
るもので、患者への負担や不利益は一切ありませ
ん。受診の際に医師から「まほろば医療連携ネッ
トワーク」についての説明がありましたら、ぜひ
ご協力をお願いします。
　このネットワークは、地域の皆さんの医療をよ
りよいものにするため構築しました。今後も地域
の医療機関との連携を強化し、皆さんのお役に立
てるよう努力します。
　お問い合わせは下記までお願いします。
　詳しくは国保中央病院のホームページをご覧く
ださい。
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◆図書館司書のおすすめ新着書籍
※【000.0 ア】は図書分類番号です

　ぞうさんにしっぽを踏まれてしまったねずみく
ん。「ぼくがちいさいからいけないんだ」としょん
ぼりしてしまいます。すると、そこへ大きくて目立
つどうぶつたちがやって来て……？クスッと笑え
て、何かを考えさせる「ねずみくんシリーズ」の最
新刊です。

ディック・ブルーナ

旅といっしょに生きてきた ちっちゃなねずみくん

かき氷
著者／森本俊司  出版社／ブルーシープ 【726.6 モ】

著者／橋田壽賀子　出版社／翔伝社　【914.6 ハ】

著者／細島雅代　出版社／岩崎書店　【588 ホ】

著者／上野紀子　出版社／ポプラ社　【Ｅウ】
　旅も人生も、その過程が面白い……。朝の連続テ
レビ小説「おしん」を生んだ旅や結婚生活と旅の思
い出、海外旅行や船旅の魅力など、脚本家の橋田壽
賀子が、人生と旅について語ったエッセイ。

　なぜ、天然氷のかき氷はおいしいと言われるので
しょう？真冬の冷たさをそのまま真夏まで閉じ込め
る秘密とは？そこには、氷屋さんの伝統の技が息づ
いていました。埼玉県長瀞に唯一残る天然氷の氷屋
さん一家の氷づくりを紹介します。

　広陵町と同じく今年で 60 年目を迎える、世界
一有名な絵本「ミッフィー」。その生みの親である
ディック・ブルーナとその関係者に取材を行い、ミッ
フィー絵本の誕生秘話や絵本に込められた想いに迫
ります。

～ 一般書 ～ ～ 児童書 ～

◆上映日時
○７月３日（金）　午前 10時～
「グランド・ホテル」　（1932年・白黒版）
○８月７日（金）　午後２時～
「グスコーブドリの伝記」　（2012年・カラー版）
○８月 21日（金）　午後２時～
「キャスパー」　（1948年・カラー版）
◆場所　視聴覚室　◆定員　50人（先着順）
◆申し込み受付　
・８月上映分…７月３日（金）から

◆内容　家庭でもできるマジックの体験や、簡単なし
かけでゆかいな動きをする「剣道人形」を制作します。
◆日時　８月２日（日）　午後１時 30分～３時
◆場所　視聴覚室　◆定員　30人（先着順）　
◆対象　小学生　
◆講師　中尾�勝一さん
◆持ち物　はさみ・水性ペン（赤・黒）・筆記用具
◆申し込み受付　７月９日（木）から

  図書館情報コーナー〈７月分〉

金曜名画劇場においでよ！

図書館講座「夏休み工作」

◆内容　赤ちゃん向けの絵本を自由に手にとって読
んだり借りたりすることができます。おはなし会や
手あそびも行います。
◆日時　７月２日（木）午前 10時 30分～ 11時 30分
◆場所　視聴覚室
☆特別講座開催☆
「足育ってなあに？～足元から考える育ち～」
◆内容　足元から子どもの健康を考えてみません
か？足育体操、足型プリントも行います。
◆日時　７月 16日（木）午前 10時 30分～ 11時 30分
◆場所　視聴覚室　◆定員　25組（先着順）
◆講師　田中�さおりさん（足育アドバイザー）
◆申し込み受付　７月４日（土）から
※�親子とも汚れてもよい動きやすい服装でお越しく
ださい。また、親子とも裸足になります。

赤ちゃんから絵本を楽しもう！
◆内容　図書の貸出や返却など、図書館の仕事が体
験できます。体験後、修了証をお渡しします。
◆日時　

◆対象　町内在住の小学校５～６年生
※前回体験した方は申し込みができません。
◆定員　午前の部・午後の部ともに各４名（先着順）
◆申し込み受付日　７月 12日（日）
◆申し込み方法　受付日当日に、図書館に来館してお
申し込みください（家族等可）。午前９時から図書館玄
関前で番号札をお渡しします。番号札は一人１枚ずつ
のみです。（友達の分を申し込むことはできません。）

☆１日図書館員体験の募集☆

８月 ６日
（木）

７日
（金）

９日
（日）

13日
（木）

20日
（木）

21日
（金）

23日
（日）

27日
（木）

28日
（金）

午前
（9:30～11：30） ○ ○ ○ ○ ○

午後
（13:30～15：30） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８月



役 場（ 代 表 ）

さわやかホール

福 祉 課

子ども支援課

保健センター

社会福祉協議会

上 下 水 道 部

グリーンパレス

クリーンセンター

図 書 館

中 央 公 民 館

中 央 体 育 館

はしお元気村

広陵パークゴルフコース

シルバー人材センター

広 陵 消 防 署

香 芝 警 察 署

広 陵 交 番

馬 見 交 番

箸 尾 駐 在 所

☎（55）1001

☎（55）4010

☎（55）6771

☎（55）6820

☎（55）6887

☎（55）8300

☎（55）2234

☎（55）5755

☎（57）2000

☎（55）4946

☎（55）1181

☎（55）4414

☎（57）3232

☎（55）8957

☎（55）8265

☎（55）4123

☎（71）0110

☎（55）2754

☎（55）4491

☎（56）2149

主な電話番号

町の人口

－ telephone －

－ population －

人のうごき（町の人口）
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平成 27 年 5月末現在（前月比）

おかけ間違いのないように！

人口
男
女

世帯

（＋29人）
（＋  8人）
（＋21人）
（＋25 世帯）

34,949人
16,803人
18,146人

12,494 世帯

7月号

介
紹
歌
詠
の
室
教
歌
短
・
句
俳

映
心

の

句
投

四
季
の
歌

教
育
相
談

相談名 相談日時� 相談場所 対象者

心の
相談室

7/6（月）
9:15 ～ 12:45

広陵中学校�北館１階
カウンセリング室 小・中学生と

その保護者7/27（月）
13:45 ～ 17:15

真美ヶ丘中学校�３階
カウンセリング室

まなび
相談室

7/6（月）
①13:45 ～�②15:30 ～

広陵中学校�北館１階
カウンセリング室

３歳児から中学生まで
とその保護者

子ども
と親の
相談

毎週水・金曜日 9:30 ～ 12:30 広陵東小学校

毎週水・金曜日 9:00 ～ 12:00 広陵西小学校

毎週火・金曜日 9:00 ～ 12:00 広陵北小学校

毎週月・火曜日 9:00 ～ 12:00 真美ヶ丘第一小学校

毎週月・木曜日 9:30 ～ 12:30 真美ヶ丘第二小学校

教育相談に関する
問い合わせ先
学校教育課
☎内線1287

落
し
文
胸
の
と
き
め
く
女
坂	

村
本
知
寿
子

草
笛
を
吹
き
つ
野
道
を
行
き
も
ど
り	

本
塚
　
久
子

万ば
ん
り
ょ
く

緑
の
山
の
底
よ
り
乗
船
す	

安
井
　
京
子

早さ

な苗
饗ぶ

り

は
昔
語
り
か
田
一
枚	

和
田
与
吉
郎

入
梅
や
太
宰
治
を
読
ん
で
み
る	

有
本
　
南
陵

病わ
く
ら
ば葉
の
ま
だ
見
つ
か
ら
ぬ
着
地
点	

池
嶋
　
庄
市

山
椒
茨
雨
つ
ぶ
風
に
笑
ひ
け
り	

池
端
　
英
子

袋
角
黄
色
の
カ
バ
ー
ラ
ン
ド
セ
ル	

石
原
　
　
米

袋
角
御
破
算
と
い
ふ
蘇
生
術	

大
山
眞
由
美

歩
行
車
に
座
せ
ば
新
緑
話
し
か
け	

岡
橋
　
ふ
み

六
月
を
楽
し
む
や
う
な
雨
の
音	

岡
本
か
よ
子

夕
暮
の
代
田
は
緑
の
方
眼
紙	

閤
田
　
　
廣

手
の
中
の
小
さ
き
ク
ロ
ー
バ
大
き
夢	

小
林
　
和
子

肩
の
子
を
降
ろ
し
て
軽
し
袋
角	

坂
上
美
和
子

姦か
し
まし
き
女
系
家
族
や
と
こ
ろ
て
ん	

芝
野
　
照
子 ▲役場玄関前のペチュニア

今月の相談
相談名

相談日時�
※祝日は休み

相談場所 問い合わせ先

法律相談
7月15日
（毎月第３水曜日）
9:30 ～ 12:30

グリーンパレス
４階

福祉課　☎（55）6771
※事前予約が必要です。
　予約受付開始日��7/10（金）8：30 ～
※土・日・祝日は除きます。
※�定員になりしだい締め切ります。

心の健康
相談室

月～金曜日
電話受付
※�希望で来所も
受け付けます。

心の健康相談室
☎（54）0220

消費生活
相談

広陵町　毎週木曜日
13:00 ～ 16:00

さわやかホール 地域振興課　☎（55）1001（内線1163）
相談電話
広陵町　☎（55）1001（内線2142）
（電話は相談時間内のみ）
香芝市　☎（76）2001

香芝市　毎週火・水・金
（広陵町の方も利用できます）
①10:00 ～ 12:00
②13:00 ～ 15:00

香芝市役所

行政相談委員
定例相談所

毎月第２・４木曜日
13:00 ～ 16:00

さわやかホール
１階　相談室

住民課　☎（55）1001（内線1134･1138）
さわやかホール（相談時間内のみ）
☎（55）4010

生活自立
サポート相談

7月17日
（毎月第３金曜日）
9:00 ～ 16:00

さわやかホール
１階　相談室

奈良県中和生活自立サポートセンター
☎0120（85）1225（予約制）
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７
月
の

　

し
尿
収
集
予
定

▪�
お
お
や
ま
と
環
境
整
美
事
業

協
同
組
合☎（

52
）
２
９
８
２

９
日
収
集
地
区

　

�

六
道
山
・
大
塚
・
安
部
・
平

尾
・
平
尾
住
宅

13
日
収
集
地
区

　

南
郷
・
古
寺
・
百
済

17
日
収
集
地
区

　

�

疋
相
住
宅
・
大
垣
内
・
斉
音

寺
・
笠
・
笠
東

23
日
収
集
地
区

　

大
垣
内
・
疋
相
・
赤
部

※�

大
垣
内
地
区
収
集
は
17
日
・

23
日
で
す
。

▪
大
和
清
掃
企
業
組
合

☎（
52
）
３
３
７
２

１
日
・
２
日
収
集
地
区

　
�

沢
・
大
野
・
萱
野
・
南
・
弁

財
天
・
的
場
・
大
場
・
中
・

寺
戸
・
広
瀬

〈
８
月
は
１
日
・
３
日
の
予
定
〉

作
業
の
都
合
に
よ
り
、
予
定
を

変
更
す
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

平成 27 年度
口座振替引落日程表

◆問い合わせ先
○上・下水道使用料について
　上下水道部　☎（55）2234
○その他諸税など
　収納課　☎�内線1112 ～ 1117

納期限を過ぎた納付書では納付できません。
金融機関やコンビニで納める場合は、納期限
にご注意ください。

７月のなかよし広場

◆問い合わせ先　子ども支援課��☎（55）6820

開催日 ７月14日・28日（第２・４火曜日）

開催時間 　9：30～ 11：30

場　所 さわやかホール４階大会議室

対象者 町内在住の就学までの親子

開催日
７月１日・２日・３日・８日・９日・10日・
15日・16日・17日・22日・23日・24日・
29日・30日・31日（毎週水・木・金曜日）

開催時間 　��9：30～ 12：00
　13：00～ 16：00

場　所 はしお元気村

対象者 町内在住の就学までの親子

雲
の
ベ
ッ
ド
に
寝
て
い
る
み
た
い

　
　
　
　
　
ふ
わ
ふ
わ
と
緑
の
さ
や
の
中
の
そ
ら
豆	

中
村
美
千
代

下
校
の
児
ら
た
ん
ぽ
ぽ
蝶
に
も
無
表
情
　
　

　
　
　
　
　
道
草
野
遊
び
平
成
に
消
ゆ
る
か	

森
吉
香
代
子

風
船
で
義
母
と
対
決
熱
く
な
る

　
　
　
　
　
曲
り
し
腰
も
笑
顔
に
伸
ば
さ
る	

山
村
美
咲
子

わ
が
独
り
死
に
ゆ
く
か
ら
に
わ
が
独
り

　
　
　
　
　
行
動
せ
よ
と
哲
学
者
言
う	

山
本
美
喜
子

こ
れ
が
民
主
主
義
だ
と
潔
く

　
　
　
　
　
政
治
家
ひ
と
り
舞
台
を
降
り
ぬ	

和
田
　
　
澄

爽
や
か
な
五さ
つ
き月
の
空
へ
召
さ
れ
け
り

　
　
　
　
　
坊ぼ
う
も
り守
と
云
う
役
目
果
た
さ
れ	

上
村
　
敏
子

六
月
の
簡
素
な
味
の
ク
ラ
ッ
カ
ー	

島
浦
　
澄
子

薔
薇
手
入
れ
器
量
褪
せ
れ
ば
剪
ら
れ
け
り	

園
田
　
雅
子

丸
腰
の
武
士
に
も
似
た
り
袋
角	

外
川
田
鶴
子

胃
薬
や
日
々
育
つ
ゴ
ー
ヤ
蔓	

中
北
　
佳
恵

袋
角
乳
歯
が
覗
く
お
食
い
初
め	

根
元
　
久
子

生
き
る
と
は
吾
は
吾
な
り
夏
木
立	

野
村
　
惠
庸

ど
の
子
に
も
端
午
の
風
を
深
め
け
り	

浜
田
　
芳
子

遠
足
の
子
等
に
す
り
よ
る
袋
角	

久
野
　
幸
子

※�奈良県北西部に警報が発令されている場合は、な
かよし広場を中止する場合があります。
※�状況が判断できない場合は、午前８時30分以降に
下記までお問い合わせください。

引　落　日 諸税など

７月21日（火） 幼稚園保育料（７月分）

７月27日（月） 上・下水道使用料

７月28日（火）
保育園保育料（７月分）
学童保育料（７月分）
（放課後子ども育成教室利用料）

７月31日（金）

固定資産税（２期分）

町営住宅使用料（７月分）

国民健康保険税（１期・全期前納分）

介護保険料（１期・全期前納分）

後期高齢者保険料（１期・全期前納分）



この用紙は再生紙を使用しています。

環境負荷が少ない植物油インキを使用しています。
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広陵町役場 フェイスブックでも情報を
発信しています

　６月13日　健
けん

楽
ぎょう

農業で田植え体験！

　６月６日　馬見北２丁目　ふれあいいきいきサロンが開設されました！

　馬見北２丁目集会所で「ふれあいいきいきサロ
ン」が新たに開設されました。このサロンは、広
陵町の介護予防リーダー養成講座を受講したメン
バーが、自分たちの住んでいる地域で何ができる
かを考え、実際の活動につなげた住民主体のサロ
ンです。
　この日は約50名の参加があり、体を動かす「ミ
ニミニ運動教室」や、吹き矢体験や昔懐かしい歌
などが実施されました。

　昨年度に奈良県が「県内大学生が創る奈良の未来事
業」の政策提案を募ったところ、奈良女子大学の「楽
しく健康！健楽農業で遊休地を有効活用」が最優秀賞
を受賞されました。この事業は、広陵町をモデルとし
た企画で、県の事業として今年度に予算化され活動し
ているところです。

　サロンの代表者の一人が広陵町介護予防リーダー
（KEEP）のメンバーであることから、他のKEEP
のメンバーも応援に駆けつけ、参加者の皆さんと共
に体を動かしたり、おしゃべりしたりと楽しい時間
を過ごされました。
　町では、楽しい時間を過ごしながら介護予防や地
域のつながりづくりになるようなサロンが、広陵町
に広がって、根付くことを期待しています。

▲KEEPの「ミニミニ運動教室」

▲サロンで楽しくおしゃべり

▲田植えについての説明を聞きました

▲１束ずつ丁寧に手植え

　広報２月号で、健楽農業の協力者を募り、今回、
学生と事業の参加者・指導者とともに「田植え体
験」を行いました。今では機械植えですが、学生
の皆さんは農業体験として、みんな手植えで行い
ました。「腰が痛い」、「疲れた」、と話しながらも、
みんないい汗をかき、秋の収穫を楽しみにしてい
ます。


